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要 旨 ： 本研 究は，植 物 を植栽で きる ポ
ー

ラ ス コ ン ク リ
ー

トを用い て ヨ シ を植栽す る方法の

有効性 を検討 するため ，実環境
．
ドの 琵 琶 湖にお い て植栽実験 を行 っ た もの で あ る。ポ ーラ

ス コ ン ク リ
ー

ト供 試 体には箱抜 きを 4 箇所設け ヨ シ の 子 株 を植栽 し，従来か ら
一般 に使用

され て い るヤ シ マ ソ ト工法 と の 生 育状態 を比較 した 。 ポーラ ス コ ン ク リー トに ヨ シ を植栽

す る方法は ，従来工 法に 劣 らな い ヨ シ の 生育が観 察 され た。ポー
ラ ス コ ン ク リ

ー
トを用 い

て 琵 琶湖 ヘ ヨ シ を植栽す る方 法 は 効果的 な方法 で あ る と考え られ る、

キー
ワ
ー ド ： ヨ シ ，ポー

ラ ス コ ン ク リ
ー ト

， 空 隙率 ， 圧 縮強度

　 1．　 は じめ に

　 か つ て 琵琶湖 は 貧栄養湖 で あ り，北湖 で は

10m を超え る透明度 を誇 っ て い た。し か し，様 々

な 汚濁 負荷 が流 れ 込 む こ とに よ っ て ，水質 は

年 々 悪化す る傾向 に あ る。現在，琵琶湖 の 水を

浄化 す るた め の 技術 の 1 つ と して， ヨ シ な ど の

水生植物 に よる窒素や リ ン の 吸収効果 ，土壌 の

微生物に よ る有機物 の 分解効果 ，土壌 に よ るろ

過な どの 作用 を含 めた ヨ シ 帯全体 の 生 態系 に よ

る浄化効果 の 適用が 注 目 され て い る。 し か し，

湖岸道路の 建 設 な ど に よ り ， 湖岸状況 は ヨ シ 群

落 が繁茂 し て い た とき と は 環境条件が 大 きく変

化 し ，
ヨ シ が活 着 しに く い 状況 にあ る 。 こ の た

め ，よ り 広 く ヨ シ に よ る 水の 浄化 技術 を導入 し

て い くに は，よ り簡易で 効果的 な ヨ シ の 植栽手

法 の 確立 が切望 され て い る。

　本研 究 で は ，
ポー

ラ ス コ ン ク リ
ー

ト （以 下

PoC ）が周辺 環境 へ 及 ぼす影響，実 自然環境下

にお ける波浪や水深が ヨ シ の 生 育状況に 及ぼす

影響を，従来の ヤ シ マ ッ ト工 法 を用い た植栽方

法 と比 較する こ とに よ り，PoC に よる ヨ シ の 植

栽手法の 有効性に つ い て実験検討 を行 っ た 。

　 2． 実験室 内に おけ る ヨシの植栽

　2．1 実験概要

　2000 年 に，実験室内で PoC を用 い た ヨ シ の 植

栽を行 っ た
lj
。 コ ン ク リー ト上に直接植栽可能

な緑化 コ ン ク リー トの 力学的特性 （圧 縮強度，

透水 係数，空隙率な ど） に及 ぼす 配合要因 （水

結合材比 ，ペ ー
ス ト粗骨材 率，高性能 AE 減水

剤使用量 ， 粗骨材粒径な ど）の影 響に つ い て，

砕石 と再 生骨材 を用 い た 供試 体 を用 い て 比 較検

討を行 っ た。 ヨ シ の植 栽 に適 して い る と考 えら

れ る配合 で 供試体を作製 し，供試 体に 設けた 箱

抜 きの 中 へ ， ヨ シ の 子株 を植栽 し て ，生育状 況

の 観 察を行 っ た
。

　2．2 植栽結果

　2000 年に植栽 し た ヨ シ は，本年度 も順調 に生

育 し て い る。 ヨ シ は ，3 年 目に 芽 が 出れば完全

に根付 い た と考え られ る の で ，実験室 内 レ ベ ル

で の PoC へ の ヨ シ の 植栽 は成功 した とい え る。

　3． 実環境下 に おけ るヨ シの植栽

　 3．1　 実験概 要

　2 節で の 室 内実験結果 をふ ま え， レ デ ィ
ー

ミ

ク ス トコ ン ク リ
ー

ト工場 の 実機ミキサ を用 い て

PoC 供試体 を作製 し，実環境 下 の 琵 琶湖 に ヨ シ
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を植栽 し た u
ヨ シ の 生 育状況お よび PoC が環境

に 与 え る 影響 を 評価す る た め に ， ヨ シ の 生育 調

査，六 価 ク ロ ム 溶 出試験お よび pH 値 の 測定を

行 っ た。また，従来の 工 法 との 比較用 と して ，

ヤ シ マ ッ ト工 法に よ る植栽 も行 っ た。図
一1 に

PoC 植栽実験の フ ロ
ー

を示 す。

　3．2 使用 材料

　表 一1 に使用材料を示す、 コ ン ク リー ト細孔

溶液 の pH 値低減 の た め に 高炉セ メ ン ト B 種 お

よび シ リカ フ ユ
ー

ム を使 用 した 。 粗骨材は 5 号

砕石 を使 用 し，粗骨材微粒分は空隙率に影響 を

及 ぼす の で ，
5  ふ る い 颱 分は除去 し た後，

気乾状態 （表面水 二 〇．5％程度）で使用 した 。

備準
「
−

使用 材 料
生コ ン プラン ト設 備
ヨシ植栽基 盤 養生 設備
基盤 作 製 お よび脱型場所

型枠
テーブル バ イブレ

ー
タ

運搬お よび掘削用 重機

旨

… 聖整 ＝ 一一配 合設計および 試 騒 り

［ポ
ー

ラス コ ンクリ
ー

ト打設一テ
＿ブル バ イブレ

＿タの

　　　　　　　　　　　振動時間確認

嚀 シヲラシト実機試験 一一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 材 料 投 入 順 序

　　　　　　　　　　　練混ぜ量，時間

　　　　　I　　　　　　 SP使用 量の 確認
　　　　　 1　　　　　　 基 盤 作 製 所 要 時間 確認

ポー
ラス コ ンクリート基盤 用

　 　 コ ン クリート打 設 　 　 1

：
一
　　　　「

一一一’t−．t．　t1．t
シート被覆 およ び 水 中 養生

　　　．基韆 型■
　　　　　1　　　　　 水中養生

旨　　 ． 養生ニー．一
一一

］
　　　　

．一
　　　　　　 植栽 用養生 水槽に 移動

L 一噸 亜籖＝＝］

［　　 ヨシめ養生
一
＝

．
二コ

　　　　　　　　　　　 ヨシの 生 育状況 観察

［
．

一．靉鷹
■

　　　 図
一1 ポー

ラ ス コ ン ク リ
ー ト

　　　　　　植栽実験計画 の構成

　3．3　予備実験

　 （1）　 ポー
ラ ス コ ンク 1丿一 トの 示方配合

　 PoC の 示 方 配合 を表一2 に示 す。著者 らは ，

2000 年度に行 っ た PoC の 力学的特性 に お よぼ

す配合要因 （ペ ース ト粗骨材容積比 ，水 結合材

比 ，シ リカ フ ユ
ーム 置換率 ， 高性 能 AE 減水剤

使用 量，セ メ ン トの 種類） の 影響 に関す る試験

に よ り，
ペ ー

ス ト粗骨 材容積比 と水結合材比 を

225 ％ ， シ リカ フ ユ
ーム 置換率 を 15％ とするこ

とに よ り，空隙率 を 35％ と か な り大 きく して も ，

圧編 鍍 8N ！ 
2
，曲 ｝襁 度 1．3N ！mm2 を有す る

PoC を製造 す る こ とが で き る こ とを明 らか に し

た
1）

。
PoC は 運搬，据 え付け等に よ る損傷防止

に 必 要な適切な強度お よ び供用 期間 中に波浪に

よ り流 され な い 程度 の 自重 を有 し て お れ ば よ く，

高 い 強度 は必 要 と し な い 。締固めに はテ
ー

ブ ル

バ イ ブ レ
ー

タを使用 した。高性能 AE 減水剤使

用 量 が増加す る とペ ー
ス トフ ロ ー値 が大き くな

り，供試体下部に ペ ー
ス トが た ま りや す くなる

ため ，ペ ー
ス トフ ロ

ー
値 は 180± 30mm 　 eこ なる

よ う高性 能 AE 減水剤使 用量を調 整 した。 目標

圧 繝 鍍 は 8N！rnm2 と した。

　 （2） 室内試験 練 り

　 実機試験 に先立 ち，実験室 に て 試験練 りを行

っ た。PoC の 練混ぜ に は 強制 二 軸撹拌式 ミ キサ

を使用 し た 。 結合材 （C ＋ SF） と粗骨材 を投入

し 30 秒間空 練 り し た 後 ， 注水 し 60 秒間の 本練

りを行 っ た。強度試験用供試体作製方 法 （圧 縮

強度試験用供試 体 φ 10× 20cm ，曲げ強度試験用

供試体 10× 10× 40cm ）は 日本 コ ン ク リ
ー

ト工 学

協会 の 方法
2）に 準拠 し た。PoC の 打込 みは 2 層

詰 め と し，各層の テ
ーブル バ イ ブ レ

ー
タ に よ る

表 一1 使用材料

材
’・
（略記 ） 主 要な性質

セ メン ト（C） 高炉セ メン トB種 、密度 ：3．02　0m 、粉末度 ：39500m2 ／ 、高炉 ス ラグ混入量 ：40〜45％

シ リカフ ユ
ーム （SF）

ノル ウェ
ー

産粉体、密度 ；2．20g／cm3 、　Sio2：93．1％

　　　・20x105cm2 　　　 ，」鹽
又 ・015　 m

粗骨材（G） 5
ロ
　石 20〜 13mm 　　　　　 ：2、68　 cm3 　　 率 ：0．45％　 、 ’

：57．7％

高性能AE減水剤（SP）主成　・
ポ リカル ボン 　，、　 度

・105 　cm3

ヨシ ヨシ 子株 2年 生育株（丈50〜150cm ）

ヤ シマ ッ ト 80x120cm 、ヨシ 子株を6〜9株植栽後2．5年生育した もの

植栽 用 土壌 バ ー
ク堆肥 ：川砂 ＝1：4（質量比）
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表一2 ポー
ラ ス コ ン クリー トの 示方配合

単位量（km ） 混和剤ペ ース ト

粗骨材率

　 P／G
　 （％）

水結合材比

W ／（C＋SF）

　　（覧）

シ リカフユ
ーム

　 置換率

SF／（C ＋ SF）
　　 （粉

WCSFGSP
※

（瓢）

目標

空隙率
　 （覧）

22．5　　　　　　22．5　　　　　　　　　15　　　　　　46．7　　177　　312 　　1422　　　t1　　　　35
冫 ）※ ：　 口 　 （C＋SF）　 　 に ・　 　　 　

’

締 固め 時間 は 10 秒あ る い は 15 秒 と した e 圧 縮

強度試験は JIS　A 　 1108，曲げ強度試 験は JIS　A

l106 に準拠 した。圧 縮強度試験用 供試体 の 両面

と曲げ強度試 験用供試体 の 載荷点 と支点部に焼

石 膏に よるキ ャ ッ ピ ン グ を行 っ た後 に載荷試験

を実施 した。表一3 に試験練 り時 の 強度試 験 結

果を示す 。 供試体 No   で は 、締固 め時間の 増

加 に伴い ペ ー
ス トの 沈 下 量が増加 したた め 、強

度 の ば らつ きが観察 され た。締固 め時間 を 15 秒

とす る と供試 体下面 にペ ース ト層 が で きるた め，

10秒 で 締固 め る の が 最適 で あ る こ とを確認 し た
。

　（3）　 レデ ィ
ー ミ クス トコ ン ク リ

ー
トエ 場実

　　　機試験練り

　材料投入 方法は ， 試験練 りと同様 に した 。 室

内実験 の 試験練 りで は ，高性能 AE 減水斉1亅量は

結合材 質量 の L2％ と し た。しか し，実機 で の 練

混 ぜ 時 には ，振 動締固め時に ペ ース トが 沈下 し

た ため ，高性能 AE 減水剤使用 量 を 1，1％ と した 。

供試体は，テ ーブ ル バ イ ブ レ
ー

タを用 い て 2 層

詰 め で 作製 し， 1層の 締 固 め時 間 を 10秒 とした 。

空隙率試験，透 水試験は 日本 コ ン ク リ
ー

ト工 学

協会 の 方法
2）
に準拠 した 。 フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ

ー
トの 連 続空 隙率 は ， JIS　A 　ll28 を準用 し て

3）

コ ン ク リ
ー

ト打設前後 2 回測定 し た
。

　3．4　供試体概要

　 ヨ シ 植栽用 PoC 供試体概要 図 を図 一2 に示 す 。

PoC 供試体寸法は 590 × 600 × 150   で あ り，

現場設 置 の た めに取 手（異形 棒鋼 DIO）を 2
’
箇所

取 り付けた。供試体は ヨ シ の 子株 を植えるこ と

が で き る よ うに φ　175　×　150mm の 箱抜 き を 4 箇

表一3 試 験練り時 の 強 度試験結 果

所設 けた。供試 体は 2 日 に 分け て ，21 体つ つ ，

計 42 体作製 した。

　PoC の 練混ぜ に は， レ デ ィ
ー

ミク ス トコ ン ク

リ
ー

トプ ラ ン トの 実機 ミキサ を用 い た 。 材料投

入方法は ，結合材 （C ＋ SF） と粗骨材 を投入 し

30 秒 間空 練 りした後 ，注水 し 60 秒 間 の 本練 り

を行 っ た。 1 バ ッ チ の 練 り量 は供試体作製時 間

を考慮 し て 0．75m3 と し た。シ リカ フ ユ
ーム は粉

体 をあ らか じめ 計量 して ミキサ に 直接投入 し ，

高性 能 M 減水剤は使用量が少ない の で メ ス シ

リ ン ダ
ー

で 別計 量 して 水 の 計量槽 に 直接投入 し

た
。 本 練 り後運搬 車 （タ イヤ シ ョ ベ ル 〉に 移 し

，

供試 体作製場所 に搬送 し た。締固め，物性試験

用供 試体作製方法，圧 縮 ・曲げ強度試験 は試験

練 り時 と同様 の 方法で 行 っ た 。

　3．5　ポー
ラ ス コ ン ク リ

ー
トの 物性試験結 果

　　　および考察

　表
一4 に 実機 ミキサ に よ り作製した PoC の 物

性試験結果 を示す。

　 （1）　 空隙率

　硬 化 コ ン ク リ
ー

トの 空隙率は ， 目標 の 35％が

， ．
i …
3

旨3 3…”
卜

，．噛 曹，7， 曹9，，
　　 ：

…
…

§ ．
… …

… 旨

． 旨

i …
｝ …

暑・・i　 …甲「 ，甲 ，

旨 li ！ ii …尸
i　 i … i　 …　　　幽 …

：　　 1 … l　　 i …
1　　　

，
冒 1　　　 唱 富

ii …
…．

l　　 i

沼
…
…， 亘

175 175
600

（単位 ：mm ）

図
一2 ポー

ラ ス コ ン ク リ
ー

ト

　　　 供試体概要 図
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表一4　実機 ミキサに より作製 し た ポーラス コ ン ク リ
ー

トの物性試験結果

言　 ロ ツ トNo ． 1 2 3 4

材齢 7日　 28日 7日　 28日 7日　 28日 7日　 28日

簡易法 37鴻 38．329 ．139 ．239 ．939 ．137 ．237 ．7

全空隙率 36．636 ．137 ．837 ．837 ．037 ．038 ．138 ．1
質量法

連続空隙率 35．535 ．337 ．837 ．635 ，636 ．437 ．637 ．4
空
隙

率

oの
全空隙率 38．037 ．337 ．537 ．837 メ喜 38．138 ．439 ，0

容積法
連続空隙率 35．135337 ．537 ．536 ．036 ，337 ．1372

打設直後 28．6 27．6 28．4 28．4
29．7 27．9打設 1時間後 29．4 ＿＿＿＿＿＿一

2 13，712 ．014 ．813 ．613 ．611 ．314 β 15．5
　水

　係

　数

（cm ／S ）

水頭差（cm ） 7 6．65 ．97 ．2646 ．75 ．57 ．58 ．3

12 5．14 ．65 ．55 ．15 ．14 ．35 ．864

圧縮強度（N／mm ＞ 5．997 ，426 ．466 ．205 ．847 ．595 ，786 ．49

曲げ強度 （N／mm ） 1．621 ．632 ．571 ．962 ．021 ．911 ．481 ．42

　 　 　 注 ：空 隙率・透 水 係数 ・圧 縮強度 は供試体5本の 平 均値、曲 げ強 度は3本の 平 均値

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40．0
得 られた。 フ レ ッ シ ュ 時の連続空 隙率 は ，打 設

前後で 1〜2％増加 した。ま た，フ レ ソ シ ュ 時 の

空隙率が他の 方法で測定 した値 よ り小 さくな っ

た。これ は ，供試体あ る い は試 料の 容 積が空 隙

率に影響 を及 ぼ して い るた めで あ る 。 そ の た め ，

容積 が大 き い エ アメ
ー

タ （7L）を用 い る と，小

さい 供試体 （φ 10× 20。m ）よ り空隙率が 小 さ く

な っ た も の と考 え られ る
4）

。 質量 法 と容積法 に

よる空隙率 は ほ ぼ同様 の 値を示 し
， 測定法に よ

る著 し い 相違は 観察 され な か っ た 。 簡易 法 に よ

る空 隙率は ，

一一
部ば らつ きが見 られた もの の ，

質量法 と容積法に よ る値 よ り幾分大 きな値を示

した。図
一3 に容積法 に よ り測定 した連続空 隙

率 と全 空 隙率 の 関係 を示 す。全 空 隙率が 大き い

ほ ど連続空隙率 も大 き くな っ てお り，両者の 間

には高い 相関関係が ある こ とが確認で きる。図

一4 に 全空隙率に対す る連続空 隙率の 比 と全 空

隙率の 関係を示 す。全 て の 供試 体にお い て ， 全空

隙 率 に 占め る連 続 空 隙 率の 割 合 の 平 均 値 は

96％とな っ た。 ヨ シ の 生育に 十分な連続 空隙が

形成 されて い る と考え られ る。

　 （2） 透水係 数

　図一5 に水頭差 12cm 時の 透水係数 と材齢の

関係 を示 す 。 透水係 数は，材齢の 進行 に伴 い
一

例を除き減少す る傾 向 にあ る もの の 著 し い 差 は

観察 され なか っ た。こ れ は ， 材齢 7 日 と 28 日 で

ε
3go

墨38・°

爨37。

剛
36ρ

　 35．0
　 　 　 35．0　36．0　37．0　38．0　39．0　40．0
　　　　　　 全空隙率 （％）

図
一3連続空隙率 と全 空隙率の 関係

　 　 　 　 1，5
　 　 　 　 　 　

　　　 画 β　
　　　 9H

　　　廻i．1

　　　　　　
　 　 　 蛭 0．9

　　　貼，

　 　 　 　 0．5

　 　 　 　 　 35．0　36．0　37．0　38．0　39．0　40．0
　 　 　 　　 　 　 　 全空隙率 （X）

図
一4 連続空 隙率／全空隙率 と全空隙率の 関係

同
一

の 供試 体を用い て い ない （各材齢 ， 各 々 5

本の 平均値） こ と も影響 して い る も の と考 え ら

れ る。

　 （3） 強度試験

　図一6 に圧縮強度 と材齢 の 関係 を示す。材齢

の進行 に伴 う圧 縮強度の 増加 率は ，
一

例 を除 き

通 常の コ ン ク リ
ー

トと同様 の 傾 向に あるもの の ，

絶対値で示 し た強度増加 量は 小さ い 。PoC は空
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隙率が 大きく，また 供試体 ごとの 空 隙率の 変動

も大 きい た め，材齢に伴 う大 きな強度増加 は期

待で きな い。材齢の 進行 に伴 う曲 げ強 度の 増加

は観察 され な か っ た。

　3．6 実環境下 に おけ る ヨシの 植栽実験

　 （1） 実験要因

　 ヨ シ の 生 育状況を評価す るた めに ，
ヨ シ の 生

育調査 を行 っ た。また，PoC に よ る水質 へ の 影

響を検討するた め に ，六 価 ク ロ ム の 溶 出試 験 と

pH 試験 を行 っ た。

　 ヨ シ の 生育調査項 目 は ， ヨ シ 茎 個体数，株 内

最長 ヨ シ 高さ，最長 ヨ シ の 茎径 とした 。
ヨ シ 茎

個体数は ， 全て の ヨ シ 高 さを計測する こ とに よ

り算 出した 。
ヨ シ の 生育調査は，PoC へ の 植栽

直後 ，琵琶湖 へ の 設置直後，琵琶 湖 へ の 設置か

ら 2 ヵ 月後の 計 3回行 っ た 。

　 六 価 ク ロ ム 溶出試験 は タ ン ク リ
ーチ ン グ試験

方法に準 じ て行 っ た。タ ン ク リーチ ン グ試験 は ，

塊状の供試体 を溶媒水 中 （固液比 1 ： 10，試料

の 乾燥質量 の 10倍体積 の 溶媒水）に 28 日聞浸

水 し，水中に溶出す る六価 ク ロ ム 濃度を吸光光

度計に よ り測定す る もの で あ る 。 溶出試 験用 供

試 体 には ， 材 齢 1 日の 円柱供 試体 （φ10× 20cm ）

を，そ の ま ま蒸留水中に浸水 した もの と，破砕

し て 蒸留水 中に浸水 した 2 種 類で 測 定 を行 っ た
。

　pH 試験は ，電極式 pH 試験器 を用 い て 測定 し

た 。 pH 試 験は ，六 価ク ロ ム 溶 出試験 と同様 の 方

法で試料を作製 し
， 浸水直後 （材齢 1 日） と浸

水 27 日後 （材齢 28 日） の 溶媒水の pH を測定

し た。供試 体に は，円柱供試 体 （th　10× 20cm ）

を用い た。

　 （2）　 ポーラス コ ン ク リー トへ の ヨシ の植栽

　　　および現場設置

　 PoC 打設 2 日後に脱型 し，5 週間水中養生後

に ヨ シ の植栽 を行 っ た。供試体 1 体 当た り ヨ シ

の 子株 を 4 株植栽 した 。 使用 す る土壌は ， ヤ シ

マ ッ ト工 法で使用 され て い る もの と同様 の 土壌

（バ ーク 堆肥 と川砂を質量比 で 1：4 の 割合で 混

合 した もの ）を使用 した 。 土壌上 に PoC を設 置

し， ヨ シ 株を箱抜 き部 に 植栽 し た。そ の 後，隙

8．0

曾 6．O
≧
り

藪 4・o

煢 2．0

　 0．0
　 　 　 　 7　 　 　 　 　 　 28

　　 　　　　 材齢 （日）

図 一5 透水係数 と材 齢の 関 係
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　 　 　 　 　 7　 　 　 　 　 28

　　　　　 　 材齢（日）

図一6 圧縮強度 と材齢の 関係

　 　 　 　 　 空

き　　　
゜

　 　 ロ ッ トNo．
一■一  　一◆一 
一

夐
一  　一●− 4

間に 土 を充填 し，更 に上 面 に盛 土 した。PoC の

上 面 が隠れ る まで浸 水 させ ，ヨ シ を PoC に根づ

か せ る ため，植栽後約 8週間養生 した後，実環

境 下 の 琵琶湖試験 ヤ ー ドに 設 置 し た 。 水深 は

B ．S．L，（琵琶 湖 標準水位 ）
− 92cm 〜 − 66cm （最

大水位 3 月 ；23cm ，最低水位 12 月 ；
− 89cm ）

の 範囲 と し た 。 図一7 に供試体配 置図を示す 。

比 較試験用 と し て ，
一

般的に 使用 され て い る ヤ

シ マ ッ ト工 法 供 試 体 （80× 120cm ） と交互 に 配

列 した 。 ヤ シ マ ッ トは，流失を防止 する ため に，

1 マ ッ トに つ き木杭を 4 本打設 し た後 に，盛土

し た。

　 3．7　実験結果および考察

　 （1）　 ヨ シの 生育調査

　 表 一5に 7A か ら 11月 にか けて行 っ た ヨ シ の

生育調査結果 を示 す 。 9月 〜II月 に か けて の ヨ

シ 茎個体数 の 増加率が PoC で 49．0％，ヤ シ マ ッ

ト工 法 で 54．8％ と，個体数 は減少 した 。 こ れ は ，

2002 年 の 夏期 か ら 2003年 の 冬 季に か けて の 琵

琶湖 の 渇水 と，11月に 植物が枯れ る季節 で あ る

こ とが影響 した もの と考 え られ る 。 しか し ， そ

の 他 の 項 目 で は ， ヤ シ マ ッ ト工 法 よ り PoC に植
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e121 ．“

驢 口 鬮 匚＝コ 團 口 驪 口 囲

國 口 匿蘯コ ［コ 圃 口 鹽 口 口

罰 口 鬮 〔：コ 困 口 國 口

團 口 園 ［＝：コ 國 口 靂 口

　 5

驪

圖国 口 囲 匚：コ 鬮 口 鬮 口

栽 し た ヨ シ の 方が増加 傾向

に あ っ た の で ，PoC によ る

ヨ シ の 植栽は従来工 法に劣

らな い と考え られる。

　 （2）　六価 クロ 厶溶 出試

　　　験 およ び pH 試験

　 吸光光度分析 に よ る六 価

ク ロ ム 溶出量 は ，供試 体を

そ の ま ま 浸 水 した 場 合 で

O．003ppm ，破砕 して浸水 し

た供 試 体 で 0．005ppm で あ り，破砕 し て 浸水 した

方が 若干 六 価 ク ロ ム溶 出量が 多か っ た 。

　pH 値は ，浸 水直後 （材齢 1 日）で 12．2 ， 浸水

27 日後 （材齢 28 日）で 11．0 で あっ た 。また ，

28 日間散水養生 した 供試 体で は ，蒸留水 へ の 浸

水直 後で 9．3，浸 水 28 日後 で は 8．6 で あ っ た 。

　琵 琶湖 にお け る 六価 ク ロ ム と pH 値の 水質基

準は ，各 々 0．05ppm 以 下 ，8．5 以 下 で あ る。六 価

ク ロ ム は水 質基準を十分 に満足 し て い る。pH 値

は，PoC 供試体設置前の 散水養生期間 を長 くす

る こ とに よ り小 さくす る こ とが可能で あ る と考

え られるため ，散水養 生期間 の 再 考が必 要 で あ

る 。

図
一7 供試体配 置図

　　　　 表一5 ヨ シの 生育調査結果

　 B．S．L．（om ）

1m −92 琵琶湖側

5m

一66　 陸側

PoC　　　　　　　　　シ マ ッ ト

調 査＼ 月 7 9 11 9 11
ヨシ茎個体数 （本 〉 20842864140219261056

株内最長ヨシ 高さ（cm ） 87，8132 ．5137 ．4137 ．1136 ．7平

均

値
最長 ヨシの 茎径 （rnm ） 3．2 4．0 4．2 3．9 3．6

ヨ シ高さ（cm ） 58．086 ．796 ．880 ，481 ．8
月
’
” 一一一一一一一 7〜99 〜11 一一『，一 9〜11

ヨ シ 茎固体数
一一一一一＿一 137．449 ，0 一一一一一＿＿ 54．8

増

加

率
　
oの

株内最長 ヨシ高さ ■一一闇一一一 150．9103 ．7 一一一一｝一一 99．7

最長ヨシ の茎径 一一一一一一一 125．4104 ．6 一一一一一＿＿ 92」

ヨ シ高さの 平均
一一皿一　胃需 149．6111 ．6 一一一一一＿一 101．8

注 ）※ ：a〜b＝ （b 月 fa月）x100

　4．　 ま とめ

　2002 年 の 夏期か ら 2003 年の 冬季にか けて 渇

水が 続 き ， 供試 体が常 に浸水 し て い ない 状態 で

あ っ た た め
， 水深 が ヨ シ に 及ぼす影響は観察 で

きなか っ た。しか し，
PoC 供試 体を用 い ル 工 法

は J

一
般に 使用 され て い るヤ シ マ ッ トエ 法 に劣

らな い 植栽効果が得 られ た も の と考 え られ る 。

ヤ シ マ ッ ト工 法は 設 置ま で に 25 年 と長期 間の

育成 が必要 で あ るが，PoC は最 大 3 ヵ 月 の 期間

で 設置可能で ある こ とを考 える と，PoC を用 い

て 琵琶 湖 ヘ ヨ シ を植 栽す る方法は，効果的 な方

法で ある 。

　今後， ヨ シ の 根は PoC の 上 下左右に成長 し ，

PoC と
一

体 とな り，そ の 自重に よ り，ヨ シ は流

失 す る こ とな く順調 に生 育 し て い くもの と考え

られ る。また ，散水養生期 間 を長 く し て pH 値

を ドげる 必 要 は あ る も の の ，PoC を 自然界 と 共

存 させ る こ とは可能で あ る と考え られ る 。
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